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わ   け 

特集 高齢者ケア・ネットワーク 

馬宮東小 児童の 

お手紙に添えて 

元気を届けました 



 
守りが必要な理由 
立ち上げから１０年 

 

 

◆
活
動
を
し
て
い
て
ご
苦
労
は
？ 

「
苦
労
と
は
思
わ
な
い
が
、
年
々
増
え
る
見
守
り

対
象
者
に
対
し
、
福
祉
委
員
が
不
足
し
て
い
る
」 

「
見
守
る
側
の
高
齢
化
や
後
継
者
が
な
か
な
か
育

っ
て
こ
な
い
こ
と
」 

◆
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
？

「
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
時
」 

「
元
気
な
顔
や
笑
顔
を
見
た
時
」 

「
次
の
訪
問
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
よ
と
言
わ

れ
た
時
」 

◆
活
動
を
し
て
い
て
の
感
想
は
？ 

「
急
増
す
る
高
齢
者
に
行
政
や
地
域
と
連
携
・
具

体
的
対
策
が
早
急
に
必
要
だ
」 

「
高
齢
者
か
ら
逆
に
元
気
や
張
を
も
ら
っ
て
る
」 

「
近
隣
同
士
の
お
互
い
を
見
守
り
支
え
合
う
関
係

が
災
害
に
も
容
易
に
対
応
で
き
る
の
で
は
」 

「
自
治
会
や
地
域
住
民
に
も
っ
と
高
齢
者
や
見
守 

り
に
関
心
を
持
ち
、
共
助
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

欲
し
い
」 

みんなに届け‼福祉委員さんの想い 

 
平成２２年、馬宮地区高齢者ケア・ネットワーク立ち上げから、常に

その中心にいて活動されている福祉委員さんたちに話を聞きました。 

 

対象者 

連携 

連携 

〇〇自治会推進委員会 

関係機関 

 

行 政 

包括支援センター 

在宅支援センター 

連携 

馬宮地区高齢者ケア･ネットワークのしくみ 

推進委員長 

福祉委員 報告･連絡･相談
（ほうれんそう） 

推薦 

馬宮地区見守り推進委員会(全体会) 

支部見守り推進委員会 

自治会長 

地区担当民生委員 

高齢者の声 

・夜、眠れない 

・炊事や家事が大変 

・孤独感を感じる 

・話し相手や仲間が欲しい 

・認知症や健康が心配 

 

 

委嘱 

・誰とも会話をしない日

がある 

・精神的に不安がある 

・情緒不安定だ 

・人と接するのが苦手 

   

・足腰が悪いので、行事

やサークル活動に参

加したくてもできない 

・近所に集える場所が

あるとよい 

 

 

・サロンで皆と会

うのが楽しみ 

・サロンに参加す

ると元気が出る 

 

 

「
サ
ロ
ン
を
中
心
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
と
れ
て
お
り
、

見
守
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。
地
域
に
サ
ロ
ン

が
も
っ
と
沢
山
あ
る
と
良

い
」 

「
サ
ロ
ン
参
加
者
が
増
え
、

接
待
す
る
側
に
も
多
く
の

人
が
関
わ
る
よ
う
に
な
れ

ば
素
晴
ら
し
い
」 

「
明
日
は
我
が
身
。
福
祉
委

員
制
度
が
出
来
た
こ
と
は

と
て
も
心
強
く
安
心
」 

 

見守り 

わ   け 

回答を寄せてくれた福祉委員 

・年金暮らしで生計が

不安 

・いきがいや目標が持

てない 

・災害時の避難等が 

不安 

 



 

民生委員実態調査より 

 
 

馬宮地区人口 14,884 人 

65 歳以上高齢者数 4,900 人 

高齢化率 
33％ 

（さいたま市 23％） 

高齢者のみ世帯 630 世帯余 

独居世帯 500 世帯余 

日中独居世帯 120 世帯余 

 

 

地域で高齢者の見 
 

めざせ お互いさまの地域づくり 

馬宮地区見守り推進委員会 

誰
も
が
、
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
の
地

域
で
安
心
し
て
歳
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
介
護
・
認
知
症
・
貧
困
・
虐

待
な
ど
の
問
題
を
数
多
く
抱
え
、
孤

独
死
や
孤
立
死
が
あ
る
の
も
ま
た
現

実
で
す
。 

 

行
政
を
頼
っ
て
い
る
だ
け
で
は
問

題
解
決
に
な
ら
ず
、
お
互
い
さ
ま
の

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
始
ま
っ
た
の

が
「
馬
宮
地
区
見
守
り
推
進
委
員
会
」

で
す
。 

 

現
在
、
馬
宮
地
区
で
は
自
治
会
ご

と
に
福
祉
委
員
を
設
置
し
、
そ
の
地

区
に
見
合
っ
た
見
守
り
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

あ
な
た
は
自
分
の
地
域
が
ど
の
よ 

う
な
見
守
り
活
動
を
実
施
し
て
い
る

の
か
、
福
祉
委
員
と
は
何
な
の
か
ご

存
知
で
す
か
。 

福
祉
委
員
と
は
、
高
齢
者
へ
の
声

掛
け
や
お
宅
訪
問
を
し
て
、
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
サ

ロ
ン
の
お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
「
頼

り
に
な
る
地
域
の
高
齢
者
見
守
り

隊
」
で
す
。 

見
守
り
当
初
は
面
倒
く
さ
い
と
思

っ
て
い
た
高
齢
者
も
、
今
で
は
訪
問

日
が
待
ち
遠
し
い
と
の
こ
と
。 

そ
し
て
大
切
な
の
は
見
守
り
は
見

張
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

双
方
の
理
解
と
信
頼
の
基
に
行
わ

れ
る
の
が
真
の
見
守
り
活
動
と
呼
べ

る
も
の
で
す
。 

見守りは見張りじゃない!! 

都
築
義
男 

 
(

上
サ) 

太
刀
一
己 

 
(

上
サ) 

鈴
木
映
男 

 
(

西
遊
馬
団
地) 

奥 

勝
憲 

 
(

西
遊
馬
団
地) 

相
澤
み
ず
え 

(

西
遊
馬
団
地) 

多
田
幸
教 

 
(

土
屋) 

田
中
京
子 

 
(

ハ
イ
ツ) 

遊
城
睦
子 

 
(

宿
東
間) 

大
久
保
勲 

 
(

宿
東
間) 

 
 

 
 

 
 

敬
称
略 

福祉委員歴 10 年 

2019 年 1 月現在 

 あなたは知っていますか？ 

馬宮地区の現状 

社会福祉大会表彰 

ありがとう   おめでとう 

福祉委員任命式 

グ ル ー プ討 議 

支部出前サロン 

認知症研修会 

個人情報保護法講習会 

 



 

者
の
フ
レ
イ
ル
化)

・
う
つ
等
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
で
活

動
し
て
い
る
と
は
言
え
、
数
々
の

支
障
が
出
て
い
る
事
と
推
測
さ

れ
ま
す
。 

馬
宮
地
区
の
活
動
状
況
把
握

お
よ
び
各
団
体
の
活
動
決
定
基

準
に
な
れ
ば
と
、
昨
年
１０
月
に
調

査
・
集
計
し
た
結
果
、
約
９０
団
体

か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
、
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
３

波
が
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
各
団
体
の
活
動
の
参
考
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 
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令和 2 年度 募金等実績 

日赤募金 ￥599,000 

赤い羽根共同募金 ￥1,010,750 

歳末助け合い募金 ￥481,692 

社会福祉協議会 

賛助会費 
￥1,208,400 

 今年度は馬宮地区老人クラブ協議会様

からも歳末助け合い募金を頂きました  

 

外
出
を
た
め
ら

う
時
が
来
る
な
ん

編
集
後
記 

て
誰
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
家
の
中
で
過
ご
す
孤
独
。 

外
出
と
い
え
ば
ま
と
め
買
い
に
行
く

ス
ー
パ
ー
、
散
歩
、
家
庭
菜
園
。
知
り

あ
い
に
会
っ
て
長
話
も
で
き
な
い
。

こ
ん
な
時
は
早
く
無
く
し
た
い
も
の
。 

 
 

 
 

 

今
年
こ
そ
よ
り
良
い
年
に
な
る
よ

う
、
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

6％ 

16％ 

コ
ロ
ナ
禍
で
長

引
く
自
粛
生
活
に

よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
や

体
力
低
下(

特
に
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル

化)

等
、
発
生
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
で
活
動

し
て
い
る
と
は
言
え
、
数
々
の
支

障
が
出
て
い
る
事
と
推
測
さ
れ

ま
す
。 

馬
宮
地
区
の
活
動
状
況
把
握
お

よ
び
各
団
体
の
活
動
決
定
基
準

に
な
れ
ば
と
調
査
・
集
計
し
た
結

果(

昨
年

10
月
依
頼)

、
約

90
団

体
か
ら
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
、
ま
た
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
三
波

が
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

各
団
体
の
活
動
の
参
考
に
し
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

With コロナへの対応状況調査(アンケート結果) 

 

活
動
中
グ
ル
｜
プ 

 

●
水
分
補
給
は
各
自
で
持
参 

●
大
声
を
出
さ
な
い 

会
話
は
極
力
控
え
る 

●
見
守
り
訪
問
は
中
断 

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
活
用 

●
規
模
を
縮
小
・
時
短
・
分
割
し
て

実
施 

 

活
動
自
粛
中
グ
ル
｜
プ 

●
３
密
回
避
が
で
き
ず 

や
む
を
得
ず
中
断
中 

●
活
動
場
所
が
借
り
ら
れ
な
く
な
っ
た 

 

 

馬
宮
地
区
社
協
か
ら
も
４
人 

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
地
区
社
協
理
事(

１
８
年)

 

 

川
添
修
司 

 

◆
会
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

１
５
年)

 

 

新
井
秀
子 

石
森
弘
子 

伊
藤
三
代
子 

 
 

 

敬
称
略 

 

 

 

令
和
２
年
度 

近々開催予定 

ボランティア体験と 

郷土の歴史を知る 

11 月 29 日(日)、土屋中学校の

田村校長先生と三年生 22 名が、

「上江橋ウォーク＆クリーンの

会」と共に活動後、郷土の歴史を

学びました。 

 

活動状況 

コロナ対応 

 

❶1 時間に 1 回の換気 

・対角線上の窓を開ける 

➋加湿をして部屋の乾燥を防ぐ 

➌マスクを正しく装着する 

・表裏を間違えない(ひだが下向き) 

・鼻部分のワイヤーを曲げ顔に密

着させる 

・顎をしっかり包むように覆う 

➍ハンドソープやアルコール消毒

は 30 秒以上かけて行う 

➎ビタミン D を摂り自己免疫をつ

ける 

・太陽光を浴びる 

・青魚やキノコ類を摂る 

感染予防豆知識 

使用物除菌 

その他 

 

 

ソーシャル 
ディスタンス 

 

 

マスク着用 

手指の除菌 

体温測定 

 

グ
ル
ー
プ
数 

ボランティア体験と 

郷土の歴史を知る 

換気 


